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第41回ＪＡ愛知みなみ夏ぎくほ場共進会が開催された。今回は、旧盆出荷に向けた
開花作型の14ほ場を対象として農業改良普及課、経済連、部会役員など審査員８名
で巡回審査した。栽培品種は全て「精の一世」であり、立ち枯れ対策として、定植
前の深耕や土壌改良資材を投入しているほ場が多く見られた。高温対策では、外気
導入装置の設置や遮光剤の塗布を行っていた。また、今年は４～６月の気温が低く
推移したことによる白さび病の発生や昨年に引き続きクロゲハナアザミウマの被害
も見られていたが、出品ほ場ではいずれもほとんどなく、技術力の高さがうかがえ
た。農業改良普及課は、ほ場共進会の上位入賞者の栽培概要を栽培講習会で紹介
し、引き続き部会全体の栽培技術と品質の底上げを図っていく。

今月の管内農業情報  （ 田原農業改良普及課 ）
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JA愛知みなみ輪菊部会（604名）

第41回夏ぎくほ場共進会、栽培の工夫が光る

田原市

巡回審査の様子


